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1　は　じ　め　に

北東北の太平洋沿岸地帯はやませの影響を受け易いため，

1980年や1991年のような厳しい冷害にも耐え得るような高

度耐冷性品種の育成が望まれている。筆者らは高度耐冷性

品種育成を目指し，海外からの遺伝資源などから新しい母

材を探索しつつ育成を進めている。そこで育成中の系統で

高度耐冷性を持つと考えられる系統「中母59」が得られた

ので，その特性について報告する。

2　試　験　方　法

「中母59」は．1986年青森県農業試験場藤坂支場におい

て「北海PL3」（後の「水稲中間母本農8号」）を母とし，

「中母35」を父として人工交配を行った雑種の後代である

（図1）。1991年F6世代より生産力検定予備試験並びに障

害型耐冷性，いもち耐病性の特性検定試験に供試し，1992

年F7世代で「相226」として生産力検定試験並びに系統適

応性検定試験，特性検定試験に供試した。
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表1生産力検定試験における生育及び収穫物調査成績

3　試験結果及び考察

（11形態的特性

移植時の苗丈は「むつはまれ」l）よりやや良い小長”，葉

色は「むつはまれ」並の■やや濃■である。本田初期から

草丈が長く∴葉色はやや淡く，生育はやや旺盛である。

「むつはまれ」に比べて梓長はやや長く．穂良はやや長く，

株数はやや多い中梓．中間型の梗棒である（表1）。梓は

「むつはまれ」並の太さで，剛く，耐倒伏性は「むつはま

れ」並かそれ以上に強い。拉着は「むつはまれ」より疎粒

の“中”で，頴色及び梓先色は“黄白，で∴巴はない。成

熟期における葉色は「むつはまれ」より淡く，止葉の葉身

は立つ。

（2）生態的特性

出穂期は「むつはまれ」より3，4日遅く，「ムツニシ

キ」並で，成熟期は「むつはまれ」並の，育成地では“中

生廿に属する（表1）。収量性は「むつはまれ」より劣る

が，障害型冷害に強いため冷害年には収量の安定性を示す

（表1）。また，耐冷性の検定結果では極早生の耐冷性の中

間母本である「水稲中間母本農8号」並の低い不稔歩合を

示し，これまで中生熟期の一線針の基準品種として用い

られてきた「中母35」よりも明らかに障害型耐冷性は強く，

この熱期の品種・系統の中では最強である（表2）。いも

ち病の真性抵抗性遺伝子型はPg－α，Pl一点と推定され，

圃場抵抗性は重いもち及び穂いもちともに「むつはまれ」

より強い“強【である。穂発芽性は「むつはまれ」より発
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次年 霊警出酬成熟期笠笠梓良
系統名（月．日）（月月）（0－5）（皿）

穂　良　種 量
率

収
比

玄
垂

精
米

重全数
玄　米

千拉垂
（皿）（本／ポ）（k／a）（k／a）（％）（g）

中母　59　8．12　9．21　0，0　　78　16．0　　506170．6　65．1　　89　24．2
標　肥むつはまれ　8．9　9．24　　0．0　　7116．1　472170．4　73．4　100　22．0　　4■0

ムツニシキ　8．12　　9．26　1．3　　83　16．7　　492　165．4　　65．1　　89　　20．6　　3．3

中　母　59　8．13　　9．25　　0．5　　8116．3 572　190．5　　69．9　　　95　　23．3　　7．3

多　肥むつはまれ　8．10　9．28　　0．5　　79　15．8　　534185．9　73．9　100　21．4　　4・5
ムツニシキ　8．13　　9．27　　2．5　　　87　16．7 577　176．9　　65．9　　　89　　20．4　　3．5

謂　標肥

中　母　59　8．10　　9．20

むつはまれ　8．6　　9．17

アキヒかJ　8．5　　9．15

ムツニシキ　8．12　　9．25

0．0　　　74　17．0

0．0　　　63　15．6

0．0　　　60　15．4

0．0　　　72　15．9

472　154．6　　51．1　150　　22，2　　8．0

449　138．3　　34，1　100　　20．0　　7．3

381122．7　　33．5　　　98　　20．0　　6．0

478　133．8　　37．7　　111　19．3　　4．0

注．標肥区は窒素成分量0．8kg／a．多肥区は1．1kg／aである。
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表2　恒温深水法による障害型耐冷性検定結果

品種名　　　1991年　　　　　1992年
及　び　出穂期　不稔指数　出穂期　不稔歩合
系統名　（月．日）（1－10）（月．日）（％）（基準）

中　母　59　8．15
水稲中間　　7．31
母本農8号
中　母　35　8．8
ヨネシ　ロ　8．11

ふ系94号　8．15
ムツニシキ　8．14

レイ　メ　イ　8．12

ムツホナミ　8．15

1．5　　8．16　　20．6　　橿　強
1．5　　8．7　　23．9　　極　強

5．8　　8．13

8．0　　8．15

8．8　　8．17

9．0　　8．18

9．8　　8．17

10．0　　8．18

46．0　（極　強）
64．9　（強）
73．9　（やや強）
80．7　（やや強）
91．2　（中）
98．9　（やや弱）

注．水温19．5℃～19．8℃，水深25cm～30皿とし，約40日
間処理した。1991年は達観で調査し，不稔指数1
（不稔10％以下）～10（100％以下）で示した。

芽し易い　増訂である。

（3）品質・食味特性

玄米の粒形は「むつはまれ」よりやや細長く，拉大は

「むつはまれ」よりやや大きい“中，である。千拉重は

「むつはまれ」より重い。玄米は光沢がやや劣り．色沢が

やや濃く．腹白が少し発現しやすく，品質は「むつはまれ」

より劣る。食味は気象条件により変動し，天候が良好な年

は比較的良好である。

4　利用上の留意点

「中母59」の長所としては，高度耐冷性，豊熟性，強梓

性，いもち耐病性があげられる。欠点としては，収展性．

品質，穂発芽性があげられるので，この系統を母本とした

高度耐冷性品種の育成に当たってはこれらの欠点を改良す

るとともに，出穂期を1，2日早くすることによって北東

北地帯に適した品種が育成されると考えられる。
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